
西田 進亮さん（メディア・芸術学部 卒業生）より寄稿いただきました。詳細は8ページをご覧ください。

大
手
前
学
園
は
1
9
4
6
年
の
開
学
以

来
、時
代
や
社
会
の
変
化
に
応
え
て
、そ
の

姿
・
形
を
大
き
く
変
え
な
が
ら
発
展
し
て
参

り
ま
し
た
。特
に
、2
0
1
6
年
か
ら
の
5
年

間
で
、大
学
で
は
こ
れ
ま
で
の
文
系
3
学
部

と
は
全
く
異
な
る
理
系
国
家
資
格
系
の
2
つ

の
学
部
を
開
設
、そ
し
て
文
系
2
学
部
で
学

部
名
称
を
変
更
し
、短
期
大
学
で
は
3
年
制

の
1
学
科
を
新
設
し
ま
し
た
が
、更
に
来
春

に
は
大
学
・
短
大
で
そ
れ
ぞ
れ
1
学
部
・
1
学

科
と
、大
学
院
の
新
研
究
科
開
設
ま
で
予
定

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、学
園
全
体
が
大
き
く
変
化

す
る
中
で
建
学
の
精
神「
S
T
U
D
Y
F
O
R

L
I
F
E
」を
教
育
研
究
活
動
の
基
軸
と
し

て
堅
持
し
な
が
ら
今
後
も
ぶ
れ
る
こ
と
な

く
、次
な
る
変
化
に
応
え
続
け
て
い
く
所
存

で
す
。現
在
大
手
前
大
学
で
は
平
野
新
学
長

に
先
頭
に
立
っ
て
い
た
だ
き
、教
職
員
を
挙

げ
て
新
た
な「
大
学
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
3
0
」構

築
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。ま
た
、こ
の
ウ
イ
ン
ズ
の
誌
面
で
も
卒
業

生
の
作
品
が
表
紙
を
飾
っ
た
り
、大
学
学
長

と
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
対
談
に
は
4
年
前
に
卒
業

し
た
ば
か
り
の
若
手
起
業
家
が
登
場
し
て
く

れ
た
り
す
る
な
ど
、新
し
い
発
想
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
お
り
、学
園
全
体
に
学
生
や
教
職

員
の
若
い
力
の
盛
り
上
が
り
が
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

大
手
前
祭
や
プ
レ
ゼ
ン
フ
ェ
ス
タ
、さ
ら

に
は
O
C（
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
）で
も
今

や
そ
の
企
画
か
ら
運
営
は
学
生
が
中
心
と

な
っ
て
お
り
、コ
ロ
ナ
禍
で
画
像
配
信
さ
れ

る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も
そ
れ
を
支

え
て
く
れ
る
学
生
ス
タ
ッ
フ
を
抜
き
に
し
て

は
語
れ
ま
せ
ん
。勿
論
、学
生
諸
君
が
の
び
の

び
と
活
躍
で
き
る
裏
に
は
優
れ
た
指
導
者
や

一
緒
に
な
っ
て
応
援
し
て
く
れ
る
教
職
員
の

存
在
が
あ
り
ま
す
。そ
し
て
こ
う
し
た
教
職

員
を
最
も
励
ま
し
て
く
れ
る
の
が
在
校
生
や

卒
業
生
の
活
躍
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

ど
う
か
こ
の
新
し
い
大
手
前
の
旋
風（
か

ぜ
）を
、心
ゆ
く
ま
で
お
愉
し
み
下
さ
い
。福井　要

大手前学園
理事長

福井 秀加 名誉総長の
STUDY FOR LIFE
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生涯にわたる、人生のための学び

今
、大
手
前
の
旋
風

「
O
T
E
M
A
E
W
I
N
D
S
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新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
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大
手
前
大
学
、
通
信
教
育
部
、
大
学
院
、

短
期
大
学
、
専
門
学
校
の
大
手
前
学
園
各
校

を
ご
卒
業
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平

素
よ
り
同
窓
会
活
動
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を

賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
手
前
学
園
は
2
0
2
1
年
に
75
周
年
を

迎
え
、大
学
に
お
け
る
学
部
・
学
科
の
拡
充
を

図
る
と
と
も
に
、短
期
大
学
は
70
周
年
を
機
に
、

伊
丹
稲
野
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
さ
く
ら
夙
川
キ
ャ

ン
パ
ス
へ
新
築
移
転
す
る
と
と
も
に
、
新
学
科

を
加
え
力
強
い
展
開
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
栄
養
専
門
学
校
に
お
き
ま
し
て
は

大
学
健
康
栄
養
学
部
へ
の
発
展
的
融
合
の
た

め
、
2
0
2
2
年
3
月
を
も
ち
ま
し
て
閉
校

い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
大
手
前
学
園
の
新
時
代
へ
の
大
き

な
動
き
の
中
、
大
学
同
窓
会
と
短
期
大
学
同

窓
会
「
双
葉
会
」
な
ら
び
に
、
専
門
学
校
同
窓

会
「
若
葉
会
」に
お
き
ま
し
て
は
、
新
た
な
組

織
と
し
て「
大
手
前
学
園
校
友
会
」
を
創
設

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

発
足
に
先
立
ち
、
設
立
な
ら
び
に
会
則
等

重
要
事
項
の
承
認
を
主
目
的
に
、
総
会
の
開

催
を
計
画
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
総

会
の
開
催
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
代
理
手

段
と
し
て
各
校
同
窓
会
の
元
役
員
・
理
事
と
、

公
開
募
集
に
よ
る
希
望
者
で
の
書
面
決
議
を

行
い
、
全
議
事
に
対
す
る
賛
成
多
数
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、「
大
手
前
学
園
校
友
会
」は

2
0
2
1
年
4
月
を
も
ち
ま
し
て
正
式
に
発

足
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
、ご
報
告
方
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。

「
大
手
前
学
園
校
友
会
」は
、
3
学
同
窓
会

の
歴
史
と
実
績
を
土
台
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

優
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
財
源
を
融
合
・
活
用
し
な

が
ら
、
各
校
が
培
っ
て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
か
し
つ
つ
、
新
し
い
時
代
に
即
し
た
運
営
・

活
性
化
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
手
前
学
園
校
友
会
　
役
員
一
同

ご

挨

拶

福井 秀加 名誉総長の
STUDY FOR LIFE

追　悼

今年6月、福井 秀加 大手前学園名誉総長・元理事長が、永眠いたしました。（享年95歳）

1976年に理事就任以降、伊丹キャンパスの開設、阪神・淡路大震災からの復興、男女共学制

の導入など、数々の改革に取り組む一方、理事長に就任した95年には、大阪大学から言語

文化博士号を取得。経営者・研究者・教育者としての人生はまさに「STUDY FOR LIFE」

でした。在りし日を偲び、名誉総長の生涯をご紹介したいと思います。

1928 年～1949 年～1951 年～1959 年～1991 年～

1935年10月
聖心女子学院に入学

1945年3月
聖心女子学院卒業前に
おしゃれの一時を楽しむ

1928年11月3日
父：藤井健造と
毋：加代の長女として
生まれる

1949年2月2日
福井律と結婚
夙川カトリック教会で

夙川宅にて
左から次男・要、秀加、
長男・有、加代、健造

有11歳、要4歳と

メディカル・ナースとして
アルバイト

留学生第一号を乗せて
シアトルへ向かった
辰春丸のデッキにて

1951年12月10日
シアトルへの留学

大阪大学大学院の
学生証

阪大大学院へ 2回目の留学

シアトルへの留学

学校法人大手前学園 理事長に就任

結婚、2人の男子の母親に

生い立ち

ソルボンヌ大学へ

マサチューセッツ大学の
友人と

アングロノルマンの研究に没頭
ノートルダム寺院にて

1959年1月5日
マサチューセッツに向けて

神戸港出港

フランス国立図書館への
入場許可証

1991年4月　理事長就任披露パーティにて

大手前学園名誉総長（元理事長）  福井 秀加　2022年6月11日永眠 享年95歳

略
　
歴

1
9
2
8
年

兵
庫
県
芦
屋
市
生
ま
れ

1
9
5
6
年

甲
南
大
学
文
理
学
部
卒
業

1
9
7
0
年

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

博
士
課
程
単
位
取
得
退
学

1
9
9
5
年

大
阪
大
学
よ
り
言
語
文
学
博
士

学
位
授
与（
ア
ン
グ
ロ
ノ
ルマ
ン
研
究
）

1
9
7
6
年

学
校
法
人
大
手
前
女
子
学
園
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事
に
就
任

1
9
8
5
年

学
校
法
人
大
手
前
学
園

副
理
事
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就
任

1
9
8
6
年

大
手
前
女
子
短
期
大
学

学
長
に
就
任

1
9
9
0
年

大
手
前
栄
養
学
院
専
門
学
校

学
院
長
に
就
任

1
9
9
1
年

学
校
法
人
大
手
前
女
子
学
園

理
事
長
に
就
任

2
0
0
5
年

学
校
法
人
大
手
前
学
園

総
長
に
就
任

2
0
0
7
年

学
校
法
人
大
手
前
学
園

名
誉
総
長
に
就
任

こ
れ
ま
で
、大
阪
日
仏
協
会
理
事
、

伊
丹
市
国
際
友
好
都
市
協
会
顧
問
、

伊
丹
市
社
会
教
育
委
員
会
委
員
な
ど
を

歴
任

1
9
8
9
年

兵
庫
県
知
事
よ
り

教
育
功
労
賞
を
受
賞

1
9
9
3
年

A
LM
A
 College

（
米
国
ミ
シ
ガ
ン
州
）

よ
りH

onorary D
octor of Letter

（
名
誉
文
学
博
士
）を
授
与

2
0
0
0
年

文
部
大
臣
よ
り

短
期
大
学
教
育
功
労
賞
表
彰

2
0
0
1
年

勲
三
等
宝
冠
章
を
受
章

※
2
0
0
0
年
学
校
法
人
大
手
前
女
子
学
園
を

『
学
校
法
人
大
手
前
学
園
』へ
名
称
変
更

※
2
0
0
4
年
大
手
前
女
子
短
期
大
学
を

『
大
手
前
短
期
大
学
』へ
名
称
変
更
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この度は貴重な経験をさせていただき誠にありがと
うございます。 このロゴマークが今後末長く使われ
ていくこと、大変嬉しく思っております。 大手前学園
をイメージして伝統を守りながら先鋭的でモダンな
デザインになるよう思いを込めて制作いたしました。

大手前学園校友会ロゴ制作

公式SNSにて最新情報を随時配信中！

大手前大学・大手前短期大学
大手前チャンネル

Instagram

大手前大学【公式】
otemae_univ

Facebook

大手前大学／
大手前短期大学
【公式】

Twitter

@otemae_univ

大手前大学
【公式】

@otemae_college

大手前短期大学
【公式】

大手前大学
建築＆芸術学部4年
下田 帆乃佳

2022年度総会開催のご案内

【日時】
【場所】

2023年1月28日（土） 13：30～
さくら夙川キャンパス・A38教室

※ホームカミングデーは中止とさせていただきます。

詳細は校友会サイトをご覧下さい。

校友会サイトはこちら！

事務局
TEL・FAX : 0798-31-3107

https://www.otemae-alumni.jp

※三奈子は幼名。

1995 年～2001 年～

大手前学園の新たな改革への挑戦

学生との交流

大阪大学博士号栄誉ある叙勲

1995年5月
言語文化学博士号を取得

学位授与祝賀会にて

震災を乗り越えて
1996年、新校舎落成式

国際交流
提携校との総合入学式

先生たちの手作りハワイアン
フラダンスのショー

フレンチカンカンのショー

2001年5月
短大創立50周年記念式典

アングロノルマン研究への飽くなき意欲

2001年11月　博士論文出版記念会

2001年春
長年の功績が認められ「勲三等宝冠章」を受章
初代理事長 藤井建造から二代続けての栄誉

遠山敦子文部大臣から勲記を受ける

叙勲の日を数日後に
ひかえて孫達と

「お別れの会」は黙祷に始まり元職員の大上 容一氏による献奏そして大手前大学元学長 川本 晧嗣先生からお別れのことばが
述べられ、生前特に親しくされていた大手前大学名誉教授 森 道子先生からの追悼のメッセージが読み上げられました。続い
て遺族ならびに学園を代表し、学校法人大手前学園 理事長 福井 要が謝辞を述べました。

2022年7月2日（土）ホテルヒューイット甲子園にて

「大手前学園 名誉総長（元理事長）福井 秀加 お別れの会」が執り行われました。

大手前大学名誉教授 森 道子先生からの追悼のメッセージ

とうとう帰らぬ旅に発ってしまわれましたね。日本国内や海外を、研究、学会、交渉などでたびたびご
一緒させていただきましたのに、今回は黙って、お独りで行ってしまわれました。寂しくて、悲しくて、懐か
しくて、哀惜の念に堪えません。
大阪大学文学部の英文学専攻修士課程で初めてお会いしてからほぼ60年になろうとしています。
時間に換算したらすごい数字になりますが、その多くの時間を共有させていただきました。でも、議論は
しても喧嘩になったことは一度もありませんでした。「しょっちゅう一緒なのにぶつからないのは、私とあな
たは距離の置き方が同じだからなのよね」とおっしゃったことがありました。何事につけ、深い洞察力の
持ち主でいらっしゃいました。研究面でも大学経営面でも抜群の天賦の才を活かして活躍され、多くの
業績を残されました。
公私にわたる思い出は高い山のように、深い海のようになっています。
福井さんは赤いバラがお好きでしたね。そして、赤いバラのような方でした。
第一印象も赤です。日産の赤いフェアレディで、石橋から阪大までの登り坂を颯爽と駆け上がってこ

られました。当時、自家用車は珍しく、女性の運転はさらに珍しいころで、学生たちは呆気にとられ、見

福井　三奈子さま

惚れていました。石橋から阪大までの、今とは違って、舗装のないひどい
道を私たち学生は20分くらいかけて歩いて通学していたのですから。
もう一つの赤の印象は大学が大被害を蒙った阪神淡路大震災のとき
です。最初の会議は、来ることのできる者だけでよいとの通達があり、10人
強くらいが集まりました。みな呆然自失といった様子で、すっかり落ち込ん
でいました。そこへ福井さんは真っ赤なコート姿で現れました。その場が
パッと明るくなり、復興への希望と意欲を醸し出したのは言うまでもありません。演出家でもありました。
お好きだった言葉をお捧げします。イギリスの詩人ジョン・キーツの長編詩「エンディミオン」の冒頭

で、A thing of beauty is a joy forever.（美しいものは永遠の喜び）です。この言葉どおり、美しいも
のを生涯追い求められました。アングロ・ノルマンの写本を研究に選ばれたのも、美しいものだからでし
た。一足お先に天国に逝かれた大高順雄先生がきっと「ここにアングロ・ノルマン研究所を作ろうよ」と
お待ちかねに違いありません。
福井さん、永遠の安息と永久（とこしえ）の平和を心からお祈りいたします。安らかにお眠りくださいませ。

森　道子
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災
害
が
頻
発
す
る
時
代
だ
か
ら

商
品
供
給
網
を
守
る
サ
ー
ビ
ス
を

平
野　
津
田
さ
ん
は
2
0
1
8
年
に
立
ち
上
げ

た
事
業
の
可
能
性
が
評
価
さ
れ
てForbes 

Japan

（
フ
ォ
ー
ブ
ス
ジ
ャ
パ
ン
）の
「
世
界
を
変
え
る

30
歳
未
満
」の
30
人
に
も
選
出
さ
れ
た
そ
う
で

す
ね
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

津
田　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
野　
い
ま
社
会
か
ら
注
目
さ
れ
る
「
レ
ジ
リ

ア
」と
い
う
サ
ー
ビ
ス
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、

ま
ず
は
そ
こ
か
ら
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

津
田　
は
い
、一
言
で
言
え
ば
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
リ
ス
ク
を
管
理
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
だ
現
代
に
お
い
て
企
業

は
多
様
な
取
引
先
か
ら
最
適
な
原
料
を
仕
入
れ

る
た
め
に
複
雑
な
調
達
網
を
構
築
し
て
お
り
、

災
害
な
ど
の
影
響
で
そ
の
流
れ
が
一
部
で
も
寸

断
さ
れ
る
と
、突
然
商
品
が
提
供
で
き
な
く
な

る
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
ま
す
。レ
ジ
リ
ア
を
導

入
い
た
だ
く
と
、そ
う
い
っ
た
危
機
発
生
を
予

防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
野　
潜
在
的
な
調
達
の
リ
ス
ク
を
可
視
化
し

て
対
策
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
い
う
こ
と
で

す
か
。導
入
し
た
企
業
は
そ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

使
用
料
と
し
て
毎
月
定
額
を
支
払
う
、い
わ
ゆ

る
S
a
a
S（
※
）の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
す
ね
。

津
田　
そ
の
通
り
で
す
。S
a
a
S
の
ビ
ジ
ネ
ス

は
非
常
に
合
理
的
で
、私
た
ち
は
サ
ー
ビ
ス
運

用
を
通
じ
て
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
、そ
れ
を
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
な
ど
の
付
加
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
利
用
者
に
還

元
し
て
お
り
、提
供
で
き
る
価
値
が
拡
大
し
続

け
て
い
ま
す
。

平
野　
大
学
卒
業
後
す
ぐ
の
若
者
が
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
課
題
を
解
決
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

を
つ
く
っ
た
と
い
う
の
は
驚
き
で
す
が
、ど
う

し
て
そ
の
課
題
に
着
目
し
た
の
で
す
か
。

津
田　
近
年
自
然
災
害
が
増
え
て
い
る
と
い
う

の
は
実
感
と
し
て
理
解
し
て
お
り
、災
害
を
対

策
す
る
シ
ス
テ
ム
が
実
現
で
き
な
い
か
と
い
う

考
え
を
以
前
か
ら
持
っ
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な

と
き
に
あ
る
大
手
メ
ー
カ
ー
か
ら
「
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
管
理
は
で
き
な
い
の
？
」と
問
い

合
わ
せ
を
受
け
た
ん
で
す
。そ
れ
が
き
っ
か
け

世界を変える経営者を
世に送り出していく
大手前大学となるために

一
人
ひ
と
り
を
手
塩
に
か
け
る

経
営
学
部
、誕
生

2023年4月

開設

NEW!

経営学部 学部長
（就任予定）

北村 雅昭

新
設
す
る
経
営
学
部
で
は
、「
地
域
に
軸
足
を
置

き
つ
つ
、課
題
解
決
を
通
し
て
、社
会
の
幸
福
と

持
続
可
能
な
発
展
に
貢
献
で
き
る
学
生
を
育
て

る
」こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。そ
の
た
め
企
業
が
実

際
に
抱
え
る
課
題
を
題
材
に
、実
社
会
で
通
用
す

る
課
題
解
決
力
を
身
に
つ
け
る「
産
官
学
P
B
L
」

や
、人
間
力
の
養
成
に
つ
な
が
る「
人
間
力
科
目
」

な
ど
多
様
な
学
び
を
用
意
し
て
い
ま
す
。変
化
が

激
し
い
時
代
を
自
分
ら
し
く
生
き
抜
く
た
め
、生

涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
姿
勢
や
良
好
な
人

間
関
係
を
築
く
力
を
培
い
ま
す
。

変
化
が
加
速
す
る
こ
れ
か
ら
の
時
代
を

自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に

スペシャル対談
大手前大学 学長（2022年4月就任）

平野 光俊

大手前大学 現代社会学部 卒業
株式会社Resi l i re 代表取締役CEO

津田 裕大
2018年に現代社会学部を卒業した津田
さんは、持続可能社会に貢献する独自
サービスを開発し、「世界を変える経営
者」として注目されています。今回は経
営学部新設を記念して若手起業家の津
田さんをお迎えし、平野学長とこれから
の経営者に重要な心構えや求められる
教育などを語っていただきました。

経営学部開設記念

5 つの
専門分野

5つの専門分野

複雑化する現代経営を生き抜
く確かな力を確立するため、5
つの専門分野を横断して学ぶ
カリキュラムを用意していま
す。特に「デジタルビジネス」
「いきいきキャリア」の2分野を
加えたことが本学の特色。現
代経営において重要なデータ
活用スキルを身につけると共
に、自分の生き方を主体的に
選択する姿勢を獲得します。

産学連携PBL

大手前大学経営学部の最大のポイントが、「産学連携PBL（Project 
Based Learning）」です。これは約20社もの企業と共同開発した本学な
らではのカリキュラム。企業が実際に抱えるさまざまな課題を学びの題材
とし、これに対して試行錯誤を繰り返し解決法を提案していく活動を通
じ経営学理論への理解を深め、実践力を身につけます。

人間力科目

良好な人間関係を築くことは経営のみならず、生
涯にわたる人間としての成長にも重要。そんな考
えから、「人間関係トレーニング」「リーダーシップ
と問題解決」「職場コミュニケーション」などの人
間力科目も充実させています。

少人数制

経営学部の定員は他大学の平均定員と比べて
ずっと少なく、約半数強の170人としています。「学
生一人ひとりの成長に責任を負う」ことを約束と
して掲げ、顔が見える少人数制の環境で、すべて
の教員がすべての学生の成長を見守ります。

起業教育

自分でビジネスを立ち上げる起業についても学ぶ
機会を用意。例えば専門知識を持つ他学部学生と
クロスオーバーのチームを組み、新規に立ち上げる
飲食店のブランディング・事業計画を考えるなど、
実社会ですぐに通用する学びを用意しています。
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で
詳
し
く
調
べ
る
う
ち
に
こ
の
問
題
を
解
決
す

る
こ
と
は
非
常
に
意
味
が
あ
る
と
わ
か
り
、取

り
組
む
決
意
を
し
ま
し
た
。

平
野　
苦
労
は
覚
悟
し
て
い
た
の
で
す
か
。

津
田　
そ
う
で
す
ね
。そ
の
分
野
の
専
門
家
か

ら
は
「
B
C
P（
災
害
時
の
事
業
継
続
計
画
）は

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
で
は
絶
対
に
で
き
な
い
」

と
断
言
さ
れ
ま
し
た
し
、「
防
災
で
は
儲
か
ら
な

い
」と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。で
も
私
は
儲
か
り
そ

う
だ
か
ら
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
目
を
つ
け
た
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、世
の
中
に
と
っ
て
必
要
な

こ
と
な
ら
時
間
は
か
か
っ
て
も
必
ず
具
現
化
で

き
る
と
信
じ
て
い
ま
し
た
。ハ
ー
ド
ル
は
想
像

以
上
に
高
く
、2
年
間
ほ
ど
は
ず
っ
と
う
ま
く

い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、現
在
は
よ
う
や
く
試

行
錯
誤
が
形
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ど
う
す
れ
ば
儲
か
る
か
で
は
な
く
、

ど
う
す
れ
ば
未
来
が
変
わ
る
か

大
手
前
大
学
の
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
の

学
び
が
自
分
を
深
く
知
る
き
っ
か
け
に

平
野　
い
ま
の
言
葉
は
非
常
に
印
象
的
で
し

た
。津
田
さ
ん
が
経
営
者
と
し
て
大
切
に
さ
れ

て
い
る
価
値
観
が
現
れ
て
い
ま
す
ね
。

津
田　
私
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、社
会
に

と
っ
て
意
味
の
あ
る
も
の
を
生
み
出
す
こ
と
で

す
。経
営
判
断
は
常
に
、ど
う
す
れ
ば
儲
か
る
か

で
は
な
く
、ど
う
す
れ
ば
よ
り
社
会
に
プ
ラ
ス

に
な
る
か
と
い
う
基
準
で
考
え
て
い
ま
す
。メ

ン
バ
ー
も
そ
う
し
た
考
え
に
共
感
し
て
く
れ
る

人
を
採
用
し
て
お
り
、サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
よ

う
に
機
能
的
に
連
携
し
て
一
つ
の
目
標
達
成
に

向
か
え
る
の
が
理
想
形
で
す
。

平
野　
社
会
課
題
を
解
決
す
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル

グ
ッ
ド
」を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
津
田
さ

ん
の
め
ざ
す
経
営
な
ん
で
す
ね
。そ
う
い
う
考

え
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
頃
か
ら
で

す
か
。

津
田　
も
と
も
と
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
通
し

て
、人
の
役
に
立
つ
こ
と
が
楽
し
い
と
感
じ
て

い
ま
し
た
。あ
る
と
き
興
味
が
あ
っ
て
東
京
の

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
通
い
、東
大
と
か
慶
応

大
と
か
の
学
生
に
混
じ
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ん

だ
の
で
す
が
、そ
こ
で
経
営
者
の
心
得
と
し
て

「
勝
ち
馬
に
乗
る
な
」と
い
う
こ
と
を
教
わ
り
ま

す
。そ
の
こ
と
が
私
の
中
で
す
ご
く
腑
に
落
ち

ま
し
て
、「
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、ほ
か
の
人
が
や

ら
な
い
こ
と
、嫌
が
る
こ
と
を
手
掛
け
る
こ
と

が
、人
を
喜
ば
せ
る
近
道
か
も
」と
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
が
誰
も
や
ら
な
か
っ
た

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
リ
ス
ク
管
理
を
手
掛
け

る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

平
野　
な
る
ほ
ど
。ち
な
み
に
新
し
い
領
域
を

開
拓
し
て
い
く
う
え
で
、ご
自
身
の
強
み
は
ど

ん
な
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
か
。

津
田　
私
の
強
み
は
、一
度
ゴ
ー
ル
を
決
め
た

ら
そ
れ
に
向
け
て
ひ
た
す
ら
仮
説
検
証
を
繰
り

返
し
て
愚
直
に
努
力
し
続
け
ら
れ
る
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。多
く
の
人
は
う
ま
く
い
か
な

い
と
き
感
情
的
に
な
っ
た
り
し
ま
す
が
、私
は

冷
静
に
状
況
を
分
析
し
て
対
策
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
野　
レ
ジ
リ
ア
の
成
功
も
そ
れ
が
発
揮
さ
れ

た
成
果
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。た
だ
経
営
と
い

う
の
は
必
ず
し
も
合
理
的
な
行
動
で
成
功
を
導

け
る
わ
け
で
は
な
く
、非
合
理
の
中
に
合
理
性

が
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
。

津
田　
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。私
も
常
に
理

性
的
に
動
い
て
き
た
わ
け
で
は
な
く
、レ
ジ
リ

ア
の
事
業
を
考
え
た
と
き
は
情
熱
に
突
き
動
か

さ
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
。使
い
分
け
が
大
切
な

ん
で
し
ょ
う
ね
。

大手前大学　学長

平野 光俊

株式会社Resilire
代表取締役CEO

津田 裕大

Hirano Mitsutoshi

Tsuda Yudai

1957年 東京生まれ。早稲田大学商学部卒業。
神戸大学大学院経営学研究科博士後期課程修了。
博士（経営学）。
神戸大学教授、大阪商業大学教授を経て大手前大学
副学長。
2022年4月より現職。神戸大学名誉教授。
経営行動科学学会会長、日本労務学会副会長を歴任。

PROFILE

兵庫県西宮市出身。現代社会学部 2018年卒業。
在学中にWebコンサルティング会社でUI/UXデザイン
業務を、営業代行会社で新規開拓営業及びマネジメント
業務を経験。
2018年3月、卒業と同時に法人向け採用Webコンサル
ティングの会社を立ち上げるが、自然災害が多発する社会
に問題意識を感じ、同年9月Tech Design（現Resilire）を
創業。

※Software as a Serviceの略。クラウド上のソフトウェアをインターネット経由で利用できるサービスのこと。

平
野　
こ
こ
か
ら
は
大
学
時
代
の
学
び
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
ま
す
。大
手
前
大
学
は
建
学
の
精

神
で
あ
る「
S
T
U
D
Y
F
O
R
L
I
F
E
」

に
基
づ
き
、そ
の
人
の
人
生
に
つ
な
が
る
学
び

を
提
供
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。津
田
さ
ん
の

人
生
に
役
立
っ
た
学
び
は
あ
り
ま
し
た
か
。

津
田　

大
手
前
大
学
は
と
に
か
く
い
ろ
ん
な

分
野
を
学
べ
ま
す
か
ら
、豊
富
な
出
会
い
を
通

し
て
自
分
が
何
に
興
味
が
あ
る
の
か
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
の
が
私
に
と
っ
て
一
番
の
収
穫

で
し
た
。

平
野　
分
野
を
横
断
す
る
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
は

本
学
の
特
色
の
一
つ
で
す
。津
田
さ
ん
は
現
代

社
会
学
部
で
す
が
、建
築
＆
芸
術
学
部
の
立
体

造
形
の
ゼ
ミ
を
受
講
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

津
田　
当
時
家
具
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
先
生

に
お
願
い
し
て
、そ
の
ゼ
ミ
を
受
講
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。そ
う
し
た
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
経

験
が
自
分
の
幅
を
広
げ
て
く
れ
ま
し
た
。ほ
か

に
も
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
や
コ
ー
チ
ン
グ
の

授
業
は
と
て
も
実
践
的
で
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な

ス
キ
ル
を
獲
得
で
き
た
と
思
い
ま
す
。ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
作
り
方
を
学
べ
る
授
業
も
興
味
深

く
、毎
回
私
が
考
え
た
プ
ラ
ン
に
外
国
人
の
先

生
か
ら
評
価
を
い
た
だ
け
た
の
は
貴
重
な
経
験

で
し
た
。

平
野　
現
在
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
つ
知
識
も
獲

得
さ
れ
た
よ
う
で
す
ね
。と
こ
ろ
で
現
在
大
手

前
大
学
で
は
、次
世
代
の
経
営
を
担
っ
て
い
く

人
材
を
育
成
す
る
た
め
、経
営
学
部
を
新
設
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。津
田
さ
ん
な
ら
そ
こ
に

ど
ん
な
教
育
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
か
。

津
田　
ま
ず
は
起
業
を
志
す
人
を
応
援
し
て
あ

げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
ね
。私
の
通
っ
て
い

た
頃
は
本
当
に
起
業
す
る
人
が
い
な
か
っ
た
か

ら
、大
学
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

平
野　
確
か
に
。津
田
さ
ん
の
よ
う
な
挑
戦
者

を
さ
ら
に
輩
出
で
き
る
よ
う
、起
業
を
後
押
し

し
て
い
く
体
制
や
科
目
を
充
実
さ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。ま
た
起
業
家
に
必
要
な
マ
イ
ン

ド
セ
ッ
ト
と
ス
キ
ル
セ
ッ
ト
の
う
ち
、教
育
現

場
で
は
ど
う
し
て
も
教
え
や
す
い
ス
キ
ル
セ
ッ

ト
の
指
導
に
偏
り
が
ち
で
す
か
ら
、私
た
ち
は

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
部
分
も
し
っ
か
り
教
育
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

津
田　

あ
と
は
私
が
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に

通
っ
て
体
験
し
た
よ
う
な
実
践
の
場
が
あ
る
と

い
い
で
す
ね
。

平
野　
そ
の
点
に
つ
い
て
、新
設
す
る
経
営
学

部
で
は「
ク
ロ
ス
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
」と
い
う
言
い

方
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、馴
染
み
あ
る
大
学

（
ホ
ー
ム
）と
企
業
な
ど
課
題
解
決
の
現
場（
ア

ウ
ェ
ー
）を
行
き
来
す
る
実
践
的
な
学
び
を
提

供
し
て
い
き
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
に
貴
重
な
学
び

が
あ
り
、行
き
来
す
る
こ
と
で
刺
激
的
な
発
見

が
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
よ
。

津
田　
僕
が
い
る
と
き
に
そ
ん
な
学
部
が
あ
れ

ば
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
ね（
笑
）。期
待
し

て
い
ま
す
。

平
野　
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「大学ビジョン構築プロジェクト」始動
2022年9月1日、「大学ビジョン構築プロジェクト」のキックオフ会議が開催されました。
大手前学園は2026年に設立80周年を迎えます。そこで、次の中期計画の最終年である2030年を
ターゲットとして、大手前大学がどのような大学になるか（なりたいか）を考え、その姿をビビッドに
描き出す「ビジョン2030」の検討を開始します。同時に、建学の精神“STUDY FOR LIFE”の現代
的意味を検討し、大学の存在意義（ミッション）および学生への向き合い方に関する教職員の約
束（バリュー）を制定します。
ビジョンの検討は多数の教職員の参画のもと在学生や卒業生の声をすくい上げながら行います。
具体的には、社会環境の変化を見据えてビジョンを考えるワーキング・グループＷＧ❶、ベンチ
マーク校比較をテーマとするＷＧ❷、本学の歴史とリソースを視座に置くＷＧ❸、あらためて虚心
坦懐に学生の声を聞くＷＧ❹、卒業生の声を聞くＷＧ❺、以上5つのＷＧを組成して検討します。
さらに来年（2023年）は、次のステップとして、ビジョン2030とリンクする学部別ビジョン2030およ
び通信課程ビジョン2030を制定し、そのビジョンの実現を横断的に支援する募集、教育、研究、学
生支援、キャリア支援、国際化、社会連携・貢献の7つの機能別計画を策定します。 
キックオフ会議では、学長より「ビジョン2030」のたたき台となる2つの方針が示されました。すな
わち関西圏の中規模総合大学で一番、（1）「胸を打つ教育を行う大学になる」、（2）「エンロール
&IRマネジメントに長じる」の2点です。この方針のもと、初年次教育、キャリア教育、クロスオー
バーやC-PLATSなど、様々な観点から改革が始まります。
生物進化の理論を確立したダーウィンは次のような名言を残しました。「生き残る種とは、最も強い
ものではない。 最も知的なものでもない。 それは、変化に最もよく適応したものである」。大手前
大学がゴーイングコンサーン（将来にわたって継続していく事業体）になるためには、変化する環
境に機敏に適応すべく革新し続けなければなりません。「大学ビジョン構築プロジェクト」ではそ
のための羅針盤とシナリオを考えます。

2022年5月28日、「人生100年時代の生き方・学び方」をテーマに、経営学部開設記念シンポジウムを開催いたしました。

大手前大学ビジョン構築プロジェクト

（たたき台）

関西圏の中規模総合大学で一番胸を打つ教育
コア教育、キャリア教育、クロスオーバー、
クロスバウンダリー、リフレクション

エンロール＆IRマネジメントに長じる
学生のことをよく知り入学から卒業まで時系列的支援

STUDY FOR LIFE
生涯にわたる、人生のための学び

建学の精神

ビジョン2030

（教職員の学生への約束）
バリュー

本学の歴史と
リソース

育成する人材像
「建学の精神」の
現代的意味を踏まえたミッション

ミッション大手前大学のミッション、
ビジョン2030、バリューの制定

ステップ
1

WG
社会環境の変化
マーケットニーズ

1WG 3

志願者、在学生、
中退者を知る

WG 4

卒業生を知る
WG 5

WG
ベンチマーク校

比較

2
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国
際
看
護
学
研
究
科

開
設
！

看
護
の
ス
キ
ル
を
も
っ
て
、

社
会
を
変
革
す
る
人
材
を
育
成
。

Otemae University Graduate School 大手前大学 大学院

Otemae University 大手前大学

2023年
4月

大
手
前
大
学
は「
大
手
前
大
学
大
学
院
国
際
看
護
学

研
究
科

-看
護
学
専
攻
-」を
、2
0
2
3
年
4
月
に
開

設
い
た
し
ま
す
。国
際
性
・
研
究
力
・
看
護
実
践
力
を
有
す

る
専
門
職
者
と
し
て
、グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
多
様
な
文
化

に
沿
っ
た
看
護
を
探
求
す
る
だ
け
で
な
く
、看
護
の
ス
キ

ル
を
も
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
貢
献
す
る
、そ
し
て
社

会
を
変
革
す
る
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

在
籍
者
数
3
，0
0
0
名

突
破
へ
！

Otemae University Distance Education Course 大手前大学通信教育部

2
0
1
0
年
に
開
設
し
た
通
信
教
育
部
の
在
籍
者
数

（
正
科
生
）が
2
0
2
2
年
度
、
10
月
入
学
生
を
迎
え
、

3
，0
0
0
名
の
突
破
が
確
実
と
な
り
ま
し
た
。人
生

1
0
0
年
時
代
に
入
り
、リ
カ
レ
ン
ト
教
育
へ
の
機
運
が

高
ま
る
中
、日
本
語
教
員
養
成
課
程
や
認
定
心
理
士
、看
護

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、通
信
教
育
部
の
強

み
で
あ
る
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
学
修
シ
ス
テ
ム
が
注
目
を
浴

び
、年
々
、在
籍
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

「
総
合
文
化
学
部
」が

「
国
際
日
本
学
部
」に
！

2022年
4月

日
本
を
知
り
、世
界
を
知
る
。そ
し
て
世
界
を
知
り
、

日
本
を
ふ
り
返
る
。分
野
を
横
断
し
た
こ
れ
か
ら
の
時

代
の「
歴
史
」「
文
化
」「
文
学
」「
言
語
」の
学
び
を
通
じ

て
、世
界
の
中
の
日
本
の
あ
り
方
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

初
の
海
外
実
習
派
遣
＆

受
け
入
れ

9
月
に
タ
イ
の
協
定
校
・
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
よ
り
、

看
護
学
生
10
名
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
講
義
や
医
療
施

設
訪
問
を
通
じ
日
本
の
看
護
や
医
療
福
祉
に
つ
い
て
学

ん
だ
ほ
か
、
健
康
栄
養
学
部
と
の
連
携
に
よ
る
日
本
食

の
調
理
実
習
体
験
や
観
光
な
ど
日
本
文
化
に
も
触
れ
、

学
生
た
ち
と
の
交
流
も
短
期
間
で
深
め
て
い
ま
し
た
。

入
れ
替
わ
る
か
た
ち
で
、
学
生
最
後
の
実
習
と
な
る
統

合
看
護
学
実
習
で
国
際
看
護
を
選
択
し
た
4
年
生
9
名

が
、
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
病
院
へ
。
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
知
識

や
技
術
を
統
合
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て
の
看
護
師

に
ふ
さ
わ
し
い
専
門
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
め
ざ
し

病
院
内
で
10
日
間
の
統
合
看
護
学
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

学
部
設
立
以
来
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
実
現
で
き
な
か
っ

た
受
け
入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
海
外
で
の
実
習
を
今

回
初
め
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
協

定
校
と
の
交
流
を
継
続
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

看護実践科学
分野

- 臨床看護の追求  -

オ
ン
ラ
イ
ン
だ
け
で
卒
業
可
能
※
1

大
手
前
大
学
通
信
教
育
部
は
、授
業
は
も
ち
ろ
ん
レ
ポ
ー
ト

提
出
や
単
位
修
得
試
験
の
受
験
ま
で
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン

で
完
結
。い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、学
ぶ
時
間
や
場
所
に
と
ら

わ
れ
ず
ネ
ッ
ト
上
の
学
修
だ
け
で
卒
業
が
可
能
で
す
。

学
生
満
足
度
96
．1
％
※
2

の
学
修
支
援
体
制

好
き
な
時
間
に
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
べ
る
反
面
、学
修
に
関

す
る
不
安
や
悩
み
を
抱
く
こ
と
も
あ
る
通
信
教
育
。本
学
で

は
、学
修
シ
ス
テ
ム
の
使
い
方
を
は
じ
め
、履
修
相
談
や
学

修
支
援
、キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ま
で
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

※1 一部の資格取得には、スクーリングや実習が必要です。　※2 通信教育部在学生を対象とした「2021年度通信教育部年度末アンケート」による（2022年3月調べ）

看
護
の
チ
カ
ラ
で
社
会
を
創
る

3
つ
の
専
門
分
野

グローバル社会に暮らす多様な人々
がもつ健康課題や、ライフサイクルに
応じた健康へのニーズを顕在化し、そ
の課題解決に向けて多職種と連携し、
高い志と崇高な倫理観をもって主体
的に取り組む高度な看護実践専門職
者を養成する。

公衆衛生
看護実践科学分野
- 公衆衛生の向上  -

超少子高齢社会に加えて、多様な国籍
を有する外国人労働者やその家族が
暮らす地域社会において、個人、家族、
集団や地域の健康課題を明らかにし、
包摂社会を希求し、QOLの探求と社
会の変革に向けて取り組む保健師を
養成する。

助産実践科学
分野

- 母子保健/ジェンダー平等の向上 -

国内外の母子保健を取り巻く諸問題
や、ジェンダーやセクシュアリティへの
健康支援、および児童虐待防止に向け
た取り組むなど、女性や子どもを中心と
した複雑多岐にわたる健康課題を探求
し、その課題解決やシステム構築に向
けて取り組む助産師を養成する。

学
び
の
特
徴

受験者数 86名

合格率

88.4%
（全国平均 65.1％）

2022年3月卒業生実績

第36回 管理栄養士国家試験

健康栄養学部

合格者数 76名

歴史・文化・文学・言語を
横断的に学び、
専門力を深める。

日本から世界へ。
世界から日本へ。

国際的な視点で学ぶ。

身につけた力を
まちづくりや

コミュニティに活かす。

国
際
日
本
学
部

国
際
看
護
学
部

健
康
栄
養
学
部

学納金減免のご案内
大手前学園設置の各学校の卒業者が通信教育部に入学する
と、入学検定料と入学金が免除、授業料（入学年度のみ）は減免さ
れます。詳細は下記までお問い合わせください。

大手前大学
通信教育部事務室 TEL.0120-3229-24
●お問い合わせ先

み に つ く つ う し ん

平日9：00～17：00（土・日・祝祭日のぞく）

保健師国家試験受験資格助産師国家試験受験資格

163

2,952

0 1000 2000 3000

●大手前大学通信教育部の在籍者数（正科生数）

2010年度

2022年度

開設当初と
比較して 約18倍！

※2022年度は4月入学終了時点
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大 手 前 大 学
大手前短期大学
さくら夙川キャンパス

大 手 前 大 学
大手前短期大学
さくら夙川Westキャンパス

大 手 前 大 学
大阪大手前キャンパス

Otemae College 大手前短期大学

医
療
事
務
総
合
学
科

新
学
科
・
新
コ
ー
ス
を
開
設
し
全
3
学
科
に

2023年
4月

大
手
前
短
期
大
学
は
日
本
初
※
と
な
る「
医
療
事
務
総

合
学
科
」を
、2
0
2
3
年
4
月
に
開
設
い
た
し
ま
す
。

日
々
、環
境
が
変
化
し
て
い
る
医
療
現
場
で
は「
医
療
事
務

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。医
療
ス
タ
ッ
フ
と

連
携
し
、チ
ー
ム
医
療
の
一
員
と

し
て
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成

を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科

デ
ジ
タ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

I
T
化
が
進
む
社
会
の
デ
ジ

タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
に
必
要
な

W
e
b
サ
イ
ト
作
成
や
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
を
学
ぶ「
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ザ

イ
ン
コ
ー
ス
」を
、2
0
2
3
年
4
月

に
開
設
い
た
し
ま
す
。コ
ン
ピ
ュ
ー

タ・
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
知
識
を

包
括
的
に
学
び
、I
T
に
関
連
し

た
資
格
取
得
を
め
ざ
し
ま
す
。

POINT

01 デジタルコンテンツ作成
DX※が推進される社会に向け、Webサイト作
成やプログラミングを学習。

POINT

02 資格取得
コンピュータ・情報ネットワークの知識を包括的
に学び、ITに関連した 資格取得をめざします。

POINT

03 デジタルイメージ創作

Illustrator・Photoshopを中心としたCG作
成・編集の技法を学習。

POINT

03 人間力

コミュニケーション能力や言語能
力、チームで協力し合う力などこ
れからの医療現場に対応できる
人間力を育てます。

POINT

01 高度な資格

医療事務のスペシャリストを育成。
医療現場からの要望が強い「診療
報酬請求事務能力認定試験」な
ど高度な資格取得をめざします。

POINT

02
ビジネス
スキル

医療業務全般に対応できるビジ
ネス系の科目も配置し、将来の
キャリアアップを視野に入れたビ
ジネススキルを学びます。

POINT

04 幅広い知識

チーム医療の一員として業務を
サポートするために医学・歯学・
看護・調剤などに関する知識を幅
広く身につけます。

医
療
事
務
総
合
学
科
の

強
み

大
手
前
短
期
大
学

な
ら
で
は
！

め
ざ
せ
る

6
つ
の
資
格

身
に
つ
く

4
つ
の
チ
カ
ラ

診療報酬請求
事務能力認定試験

医科2級医療事務
実務能力認定試験

医療事務作業補助者
実務能力認定試験

電子カルテオペレーション
実務能力認定試験

看護助手
認定実務者試験

調剤事務
認定実務者試験

※DX（デジタルトランスフォーメーション）：デジタル技術を浸透させることで人との生活をより良いものへと変革すること。

大手前短期大学
学生スタッフ TOT活躍中！

ト ット

大手前短期大学に進学を希望す
る高校生を対象とする広報・支援
活動や短大のさまざまなイベント
活動をサポートする学生スタッ
フ・TOT（Te am  O t e m a e  
Tandai）。学生目線で大手前短期
大学での学生生活の魅力を日々
伝えています！

Instagram活動の様子など最新情報は
インスタグラムで発信中！

新校舎続々誕生！
さくら夙川キャンパスの西
側に学生寮を併設した、さ
くら夙川Westキャンパス
が誕生。建築＆芸術学部
の実習室や講義室などが
あります。

ウエストキャンパス・W棟（2022年4月竣工）

美芸院の東側に新校舎・K棟を現在建設中
（2024年竣工予定）

多様性と独創性を、2つのキャンパスで育む。
「進化する大手前」生まれ変わるキャンパスOtemae NEWS!

看板＆記念碑が新しく！
校舎壁面の「大手前大学」
看板をリニューアル。「健康
栄養学」「国際看護学部」
の表示が加わり、ヘルスケ
ア領域を学ぶキャンパス
としての認知度を高めて
いきます。

大阪大手前キャンパスの
歴史を記した記念碑

※短期大学として

歴史と文化の街、のびやかに学ぶ
「阪神間モダニズム」のまちのひとつ西宮市。今から100年以上前の大正時代から、
芸術や文化を中心に栄えてきました。歴史の深さを残しながら、静けさと華やかさ
を兼ね備えたここに、さくら夙川キャンパスは1966年に誕生しました。

大阪城の目の前。緑と都市機能の中で学ぶ
大阪城や府庁など都市機能の主要施設が集まる大阪市の中心、大手前。ここに今か
ら70年以上前の1951年、誕生したのが大手前大学の前身である大手前女子短期大
学。以降、時代のニーズ、都市機能の変化とともに進化してきました。

さくら夙川キャンパス 大阪大手前キャンパス
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卒業生の方より
コロナ対策物資のご寄付をいただきました

この度、大手前女子大学 文学部 史学科（当時）卒業生の森
川乃梨子さんより、大手前学園創立75周年記念募金にご
理解とご賛同をいただき、コロナ対策として不織布マスク
や消毒液、非接触式温度計など多数の物資をご寄付いた
だきました。2022年5月18日には本学園にお越しいただき、
福井要理事長より感謝状の贈呈を行いました。いただいた
品物は、キャンパスにて有効に使わせていただきます。温か
いお心遣いをありがとうございました。

本学初「公認心理師試験」合格
大手前大学 現代社会学部 2020年卒業　藤坂 美来さん

表紙を飾るイラストを描いてくれたのは… 西田 進亮さん
大手前大学 メディア・芸術学部 2019年卒業Close-up! person

ここ何年かで世界は大きく変わり（うねり）、その
振動で黙 と々長年こびりついていた埃がたくさん
舞って、僕たち人間界・生物界・宇宙までも囲ん
で、埃煙で前が見えなくなってしまったように感
じます。でもそんな時だからこそ、人間はそんな埃
煙も吹き飛ばせる力があるんだ！と、今は大きく
深く息を吸う時ではないかと思います。めいっぱ
い吸って、そしてそれを力いっぱい吐き出す。そう
すると、周りの埃煙がフワーッと消えていき、そこ
にはとても美しい世界が広がるのだと。学びと経
験、個を磨きあげることは準備となり、新たな時
代の幕が開いた時、目の前に広がるのは一人一
人が美しく輝いている世界であることを信じて。
大手前の建学の精神である「STUDY FOR 
LIFE」をテーマに、そんな思いを込めました。

神戸市出身。2019年から
オーストラリアでアート活動。
バスキング、ライブペイント、
個展、イベント参加をしながら
生活。
2022年5月からは
地元神戸を拠点に活動中。
Instagram›› @chinsuke0422

7月に実施された第5回公認心理師試
験に見事合格した藤坂美来さん。「仕
事をしながらの勉強だったので努力が
報われて嬉しい」と喜びを語りました。
大学在学中に心理学の面白さと、これ
まで多くの人に支えられて生きてきた
ことを実感し、心理学で人を支えてい
きたいと大学院進学を決意しました。
鳴門教育大学大学院を3月に卒業後、
現在は福祉施設に勤務。国家試験に
合格したことで心理職としての責任をより強く感じるように
なった藤坂さんは、10月に臨床心理士試験受験も終えたば
かり。「今後は現職場で基盤を作り、新しく始めたいこと、
もっと勉強したいことができたらどんどん挑戦していきた
い」と抱負を語って下さいました。

学校法人大手前学園の令和3年度の決算は、令和4年5月25日の理事会
で承認されました。
つきましては、下記にその概要をご案内いたします。

資金収支計算書（令和3年4月1日から令和4年3月31日まで） ［単位：百万円］
収入の部

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産売却収入
付随事業・収益事業収入
受取利息・配当金収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

5,096
65
12
905

11,020
38
56
47

1,125
999
105

△2,247
3,445
20,665

支出の部
人件費支出 
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
資金支出調整勘定
翌年度繰越支払資金
支出の部合計

2,902
1,653
723
25
819
2,210
271
7,520
366

△240
4,417
20,665

活動区分資金収支計算書（令和3年4月1日から令和4年3月31日まで）［単位：百万円］
学生生徒等納付金収入
手数料収入
特別寄付金収入
一般寄付金収入
経常費等補助金収入
付随事業収入
雑収入
教育活動資金収入計
人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
教育活動資金支出計
差引
調整勘定等

施設設備補助金収入
施設設備売却収入
施設整備等活動資金収入計
施設関係支出
設備関係支出
減価償却引当特定資産繰入支出
教育施設設備特定資産繰入支出
施設整備等活動資金支出計
差引
調整勘定等

教育活動資金収支差額

施設整備等活動資金収支差額

5,096
65
11
0

768
38
47

6,025
2,902
1,653
723
5,278
747

△144
604
138

10,960
11,097
2,210
271
3,500
3,000
8,980
2,117

△1,148
969
1,572

教
育
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

施
設
整
備
等
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

収
入

支
出

収
入

支
出

小計

支払資金の増減額
（小計＋その他の活動資金収支差額）

（ ）教育活動資金
収支差額 ＋施設整備等活動

資金収支差額

借入金等収入
有価証券売却収入
投資信託特別分配金等収入
保証金戻入収入
預け金回収収入
預り金受入収入
貸付金回収収入
　小計
受取利息・配当金収入
その他の活動資金収入計
借入金等返済支出
有価証券購入支出
退職給与引当特定資産繰入支出
第３号基本金引当特定資産繰入支出
保険積立金支出
預け金支払支出
預り金支払支出
　小計
借入金等利息支出
その他の活動資金支出計
差引
調整勘定等

前年度繰越支払資金
翌年度繰越支払資金

その他の活動資金収支差額

1,125
59
1
4
1
69
0

1,259
56

1,315
819
694
300
26
1
0
49

1,889
25

1,914
△599
△1

△600

3,445
4,417

973

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

収
入

支
出

事業活動収支計算書（令和3年4月1日から令和4年3月31日まで） ［単位：百万円］
学生生徒等納付金
手数料
寄付金
経常費等補助金
付随事業収入
雑収入
教育活動収入計
人件費
教育研究経費
管理経費
教育活動支出計

受取利息・配当金
教育活動外収入計
借入金等利息
教育活動外支出計

教育活動収支差額

教育活動外収支差額
経常収支差額

5,096
65
12
768
38
47

6,026
2,871
2,336
822
6,029
△ 4
56
56
25
25
31
27

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部
事
業
活
動

支
出
の
部

資産売却差額
その他の特別収入
特別収入計
資産処分差額
特別支出計

基本金組入前当年度収支差額
基本金組入額合計
当年度収支差額
前年度繰越収支差額
基本金取崩額
翌年度繰越収支差額

事業活動収入計
事業活動支出計

3,864
148
4,012
2,115
2,115
1,898
1,924

△1,001
923

△10,749
11,704
1,878

10,094
8,169

特
別
収
支

事
業
活
動

支
出
の
部

事
業
活
動

収
入
の
部

（参考）

特別収支差額

貸借対照表（令和4年3月31日現在） ［単位：百万円］
資産の部

固定資産
有形固定資産
土地・建物・建物附属設備・構築物

  機器備品
  図書
  その他
　特定資産
　その他の固定資産
流動資産
資産の部合計

37,564
26,611
23,784
1,251
1,572
4

9,491
1,462
4,608
42,173

負債・純資産の部
固定負債
長期借入金
退職給与引当金
その他
流動負債
負債の部合計
基本金
繰越収支差額
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

3,430
2,774
655
1

1,765
5,195
35,100
1,878
36,978
42,173

※学校法人が、その諸活動の計画に基づき必要な資産を継続的に保持するために維持すべき
ものとして、その事業活動収入のうちから組み入れた金額を基本金とする。
（学校法人会計基準＜文部省令第18号＞）

大手前学園創立75周年記念事業募金ご協力のお願いとご報告

※掲載の情報は2022年11月現在のものです。

令和3年度 収支決算書
皆さまのご支援をもちまして、2021年に大手前学園は創立75周年を迎えることができました。厚く感謝申し上げます。
2019年11月から開始しました「大手前学園創立75周年記念事業」では「教育・研究・学生活動の支援」「施設・設備の環境
整備」など順次実施し、同時に募集を開始しました『大手前学園創立75周年記念事業募金』につきましては今年度で終了と
なります。「在学生の奨学資金、キャンパス整備資金の調達」を当初の募金目的としていましたが、昨今の状況を踏まえて
「新型コロナウイルス感染症対策資金の調達」を新たに加え、学修支援の費用に充当して参りました。
引き続きこの趣旨にご理解とご賛同をいただき、皆様の温かいご支援、ご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

お申込み
方法

お問い合わせ先／ TEL：0798 -32 -7560創立75周年記念事業事務局

Webサイト1.
銀行・郵便局

2. 振込用紙をお送りしますので事務局へお問い合わせください。
※卒業生の方は同封の振込用紙をご利用ください。

募金状況の内訳は以下のとおりです。 ［単位：円］

寄付者区分 件数 金額
卒業生・在学生・保護者

一般
企業・団体

教職員（元教職員含）
役員・評議員（元役員・元評議員含）

合計

329
26
37
217
27
636

4,295,000
670,002

44,050,000
6,835,000
7,549,053
63,399,055

［ 企業 ］
あいおいニッセイ同和損害保険（株）
愛知（株）
（株）足立商事
尼崎印刷（株）
（株）内田洋行
SMBC日興証券（株）
（株）大手前ファシリティーズ
（株）大林組
大林ファシリティーズ（株）
カシオヒューマンシステムズ（株）
（株）紀伊國屋書店
銀泉（株）
（株）きんでん
グローブシップ（株）
（株）鴻池組
（株）三興社
（株）JR西日本コミュニケーションズ
セントラル警備保障（株）

大和証券（株）
中央興産（株）
ツクヰプロセス（株）
（株）デジタル・エデュケーショナル・
サポート
（株）デジタル・ナレッジ
（株）日建設計
広瀬化学薬品（株）
藤岡ハウス工業（株）
（有）ボック
三谷商事（株）
三井住友海上火災保険（株）
（株）三井住友銀行
三井住友信託銀行（株）
（株）三菱UFJ銀行
（株）ヤマサ環境エンジニアリング
（株）リーフクリエーション
和田興産（株）

［ 教員（元教員含む） ］
尼嵜　淳子
有本　錦
井澤　幸三
石川　和江
石毛　弓
石野　尚
乾　博
稲益　亜紀
井上　よう子
今西　啓介
岩波　薫
于　亜
卯川　久美
畦岡　悦子
大西　智美
大原　栄二
岡田　真理子
岡田　有司
岡野　正宜
岡本　篤志
岡山　高秀
尾﨑　耕司
小野　元裕
小村　佳代
カールソン ゴードン

笠松　由利
加藤　恵梨
川口　宏海
川窪　広明
神田　恵実
北島　順子
北村　純夫
北村　雅昭
木林　美由紀
キム マーガレット
龔　恵芳
坂本　理郎
坂本　由紀子
佐々木　英洋
笹谷　孝子
塩谷　亜希子
下田　元毅
ジャクソン
ジョン レスリー
白水　雅子
鈴井　江三子
関根　伸一
瀬口　昌生
田中　紀子
田邊　太一

ダニエル タン
谷村　要
チャン キグォン
出口　暁子
出口　正次
中川　裕美子
中村　隆志
南森　隆司
西田　多美子
西村　直子
丹羽　博之
禾本　悦子
野坂　純子
野田　泰弘
野波　侑里
畑　耕治郎
判治　康代
廣田　政生
藤井　ひろみ
藤田　昌弘
古勝　公子
本田　直也
本多　美預子
前川　みどり
前田　勇子

前田　浩史
正岡　幹之
松井　博司
松田　美久子
松本　健二
三木　紳一郎
三木　千津
水野　明子
宮川　岳雄
村江　昇
盛田　帝子
森本　孝
山岸　景子
山本　佳津子
山本　純子
横田　知子
吉川　登
吉田　菊次郎
李　明鎭
渡邉　公章

大手前大学
国際看護学部
助産師教員
有志一同

［ 卒業生、在学生、保護者 ］
赤尾　翔吾
赤瀬　裕子
荒木　麻心
荒木　伸夫
生島　智咲
池田　万弓
糸数　理江
井上　尚子
今中　千鶴子
岩村　由紀
上田　真理子
宇田　みどり
宇津　恵子
浦中　美恵
江並　典明
大石　千津子
大上　ひろ子
大島　千鶴
大谷　一郎
大塚　知子
大西　陽子
岡井　隆浩
岡﨑　紀子
岡田　久子
岡田　美江
岡部　家代子
岡部　友美
岡本　勝利
岡本　安代
岡山　奈奈
岡山　祐子
奥川　秀夢
奥田　貴美子
小倉　敏世
織田　理子
尾田　美智子
海部　博子
金谷　明子
神尾　納里子
上高原　新介
茅平　和子
唐澤　修
川上　和紀

川口　美佳
川原　洋子
岸本　久美子
木山　智絵
栗田　晴美
栗本　昌一
河野　心
小林　彰久
駒場　一仁
齋藤　浩司
齋藤　修司
佐伯　民江
坂上　勢子
阪口　茂雄
坂口　美月
坂下　志津香
笹本　喜代
佐藤　佳世子
澤田　昌子
塩見　空
芝崎　信子
柴田　直江
新　静
任　浩
新谷　久榮
菅　俊光
鈴木　由嘉
隅田　薫子
関　樹香
関谷　文子
関谷　陽子
曽我部　恵子
髙木　英子
達川　享祐
辰巳　満子
田中　幸代
田中　志保子
田中　哲也
田名後　朱美
谷崎　順子
築地　美保
辻　敬
辻尾　道子

辻川　聖悟
津野　由喜子
徳元　美知子
登米　雅史
中井　道子
長尾　文子
中佐　寿美
中島　恒佑
永田　慶子
仲谷　純子
中谷　伸江
中谷　康世
中野　武乃
中野　葉子
仲野　洋子
中林　章
中村　徹夫
西形　敦子
西澤　公子
西嶋　佑季子
西谷　厚美
西山　晶子
根来　礼子
野瀬　昇司
野中　香穂里
延友　守男
橋野　智洋
橋本　克巳
長谷川　英子
長谷川　和美
浜口　美知子
濱田　佳奈子
林　功
原　清
原　佳子
春名　真紀
平元　嘉津子
廣田　恭子
福田　大輝
福武　由香里
福西　太郎
藤　克浩
藤井　久仁子

藤岡　育生
藤田　美智子
藤田　由美
藤野　ヨシ子
藤原　基巳
堀田　蛍太朗
堀　延子
本間　悦江
前田　啓子
眞嶋　裕子
松浦　とみ子
松林　美雪
松本　美智子
丸山　貴行
水谷　靖夫
三谷　さよこ
南島　光雄
宮本　千代美
村上　充
持田　七子
森川　剛行
森川　乃梨子
八尾　義昭
簗瀬　真知
山口　章久
山﨑　亮
山田　茂之
山田　タカ子
山中　ゆきよ
山本　葉月
横関　はな子
横山　優隆
吉内　明浩
吉田　育子
吉田　清子
吉田　舞衣
吉田　三嘉
吉長　あおい
和田　晃一
渡邊　拳也
綿野　由起子

［ 一般 ］
岩根　寄子
大月　富美子
鎌田　修誠
川上　知子

中井　寛
中岡　孝子
ホットドッグcafe defi
藤原　佳朋

本田　由紀子
松浦　妙子
結城　元紀
脇田　慎司

［ 職員（元職員含む） ］
浅井　達行
井内　威尚
伊藤　寛士
糸数　享
稲垣　勝
稲田　新太郎
井村　聡子
魚津　知克
梅林　明子
大江　俊司
奥田　明美
小栗　真弓
柿本　侑那
加治屋　秀樹

木島　由喜
岸本　真之
小森　肇
小山　寿明
佐藤　寿雄
下　瑛子
清水　淳子
杉山　豊
鈴木　彰吾
髙砂　賢
竹内　広子
塚本　香織
辻村　不二夫

長友　和宏
中村　直人
奈良　修
二階堂　裕子
西尾　信大
西村　敦夫
額田　由美子
野中　史朗
服部　理香
早瀨　麻緒
原　英子
人瀬　孝二
福井　文

藤井　祐貴
藤垣　庸子
藤田　吏恵
藤本　晴美
前原　伸彦
正田　浩三
村上　由紀
森　祐子
森本　喜彦
安井　敏裕
山本　卓也
吉田　倫子
吉野　理砂

［ 役員・評議員（元役員・元評議員含む） ］
蘆田　秀昭
蘆原　直哉
阿部　俊平
大橋　一友
大村　武久
梶田　行雄
柏木　隆雄

川本　皓嗣
河野　昭子
小谷　一子
佐藤　仁
島崎　千江子
下　輝夫
髙橋　美千子

辰野　久夫
土井　芳美
鳥越　皓之
覀村　貞一
平野　光俊
廣瀬　努
福井　就

福井　秀加
福井　要
福井　洋子
藤田　武夫
藤原　薫
諸冨　隆一
山田　洋子

［ 同窓会 ］
大手前大学同窓会
大手前短期大学同窓会

大手前栄養学院同窓会若葉会

寄付者ご芳名録（敬称略：50音順） ※2022年3月31日現在

※2019年11月1日より2022年3月31までにご芳志いただきました方を掲載させて
いただきました。
ご芳名は予め振込用紙等にて掲載を辞退された方を除いております。
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